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◇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
十
号
）（
総

務
省
）

１
非
常
勤
消
防
団
員
及
び
非
常
勤
水
防
団
員
に
係
る
補

償
基
礎
額
の
最
低
額
を
一
万
円
、
最
高
額
を
一
万
五
千

円
と
し
、
階
級
及
び
勤
務
年
数
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
。（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び

別
表
関
係
）

２
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
及
び
水
防
従

事
者
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
額
を
一
万
円
、
最
高

額
を
一
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。（
第
二
条
第
二

項
第
二
号
関
係
）

３
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
に
つ
い
て
の
補
償
基
礎
額
の

加
算
額
を
廃
止
し
、
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
の
あ
る
場
合

に
お
け
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
を
四
百
三
十
三
円
と

す
る
こ
と
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

４
施
行
期
日
等


こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
。（
附
則
第
一
項
関
係
）


こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を

定
め
る
こ
と
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

〔
政

令
〕

〇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
一
〇
）

〔
省

令
〕

〇
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
作
成
等
に
関

す
る
省
令
（
環
境
一
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
が
あ
っ
た
件
（
法
務
一
二
）

〇
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
に
対
す
る

贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件
（
外
務
四
三
）

〇
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電
力
系
統
変
電
所

建
設
計
画
（
詳
細
設
計
）
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

す
る
件
（
同
四
四
）

〇
カ
ス
ピ
海
ル
ー
ト
上
の
ス
ピ
タ
メ
ン
税
関

に
お
け
る
貨
物
検
査
機
材
整
備
計
画
の
た

め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件
（
同
四
五
）

〇
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
和
国
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
及
び
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
広
域
災

害
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
体
制
強
化
計
画

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件
（
同
四
六
）

〇
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
に
対
す
る
政
府

安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件（
同
四
七
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
二
五
五
〜
二
五
九
）

〇
直
轄
砂
防
工
事
を
施
行
す
る
件

（
同
二
六
〇
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
二
六
一
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
一
五
〜
一
八
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
四
）

〔
人
事
異
動
〕

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方

交
通
審
議
会
の
意
見
に
関
す
る
公
示

（
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
省
告
示
配
一
六
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他


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令

省

令

そ
の
他
告
示
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非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
二
月
六
日内

閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
十
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を

定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百

二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
、
消
防
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）第
三
十
六
条
の
三
第
一
項（
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
水

防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
六
条
の

二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
九
千
七
百
円
」
を
「
一
万

円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
一
万
四
千
五
百
円
」

を
「
一
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
円
」

を
「
四
百
三
十
三
円
」
に
改
め
、「
、
第
二
号
に
該
当
す
る

扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ
き
三
百
八
十
三
円
を
」

を
削
り
、「
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
二
号
か
ら

第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二

号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

別
表
中
「
一
二
、
九
〇
〇
」
を
「
一
三
、
三
四
〇
」に
、

「
一
三
、
七
〇
〇
」
を
「
一
四
、
一
七
〇
」
に
、「
一
四
、

五
〇
〇
」
を
「
一
五
、
〇
〇
〇
」
に
、「
一
一
、
三
〇
〇
」

を
「
一
一
、
六
七
〇
」
に
、「
一
二
、
一
〇
〇
」
を「
一
二
、

五
〇
〇
」
に
、「
九
、
七
〇
〇
」
を
「
一
〇
、
〇
〇
〇
」に
、

「
一
〇
、
五
〇
〇
」
を
「
一
〇
、
八
四
〇
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
第
二
条
第
二
項

及
び
第
三
項
並
び
に
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施

行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
非
常
勤
消

防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
損
害
補
償
（
以
下
「
損
害
補

償
」
と
い
う
。）並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の

生
じ
た
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
同
令
第
一
条
第
三
号

に
規
定
す
る
傷
病
補
償
年
金
、
同
条
第
四
号
イ
に
規
定

す
る
障
害
補
償
年
金
及
び
同
条
第
六
号
イ
に
規
定
す
る

遺
族
補
償
年
金
（
以
下「
傷
病
補
償
年
金
等
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生

じ
た
損
害
補
償
（
傷
病
補
償
年
金
等
を
除
く
。）及
び
同

日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
同
日
前
の
期
間
に

係
る
傷
病
補
償
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

総
務
大
臣

林

芳
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
に
つ
い
て
公
告
す
る

事
項
）

第
三
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
の
名
称

二

法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
海
洋
環
境

等
調
査
に
係
る
区
域
の
位
置
及
び
区
域

三

法
第
十
一
条
第
六
項
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

四

海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
の
縦
覧
の
方
法
、

期
間
及
び
時
間

五

法
第
十
一
条
第
四
項
の
意
見
書
の
提
出
期
限
、
提

出
先
及
び
提
出
方
法

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
の
公
表
）

第
四
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、

次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

一

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

二

法
第
十
一
条
第
六
項
の
都
道
府
県
知
事
の
協
力
を

得
て
行
う
当
該
都
道
府
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
三

法
第
十
一
条
第
六
項
の
市
町
村
長
の
協
力
を
得
て

行
う
当
該
市
町
村
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

（
説
明
会
の
開
催
）

第
五
条

法
第
十
一
条
第
三
項
の
説
明
会
は
、
で
き
る
限

り
説
明
会
に
参
加
す
る
者
の
参
集
の
便
を
考
慮
し
て
開

催
の
日
時
及
び
場
所
を
定
め
る
も
の
と
し
、
法
第
十
一

条
第
六
項
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の

実
施
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域
に
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
が
含
ま
れ
る
こ
と

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
地
域
を
二
以
上
の
区
域
に

区
分
し
て
当
該
区
域
ご
と
に
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
に
つ
い
て
の
意
見
書

の
提
出
）

第
六
条

法
第
十
一
条
第
四
項
の
意
見
書
に
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住

所
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

意
見
書
の
提
出
の
対
象
で
あ
る
海
洋
環
境
等
調
査

方
法
書
の
案
の
名
称

三

海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
に
つ
い
て
の
法
第

十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
保
全
意
見

２

前
項
第
三
号
の
意
見
は
、
日
本
語
に
よ
り
、
意
見
の

理
由
を
含
め
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ

る
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
）

第
七
条

法
第
十
一
条
第
六
項
の
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
範
囲
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
は
、
既
に
入
手
し
て
い
る
情

報
に
よ
っ
て
一
以
上
の
環
境
の
構
成
要
素
に
係
る
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
と
す

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

の
整
備
に
係
る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の

施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
十
二
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
か
ら
同

項
第
四
号
に
規
定
す
る
行
為
（
認
証
紛
争
解
決
手
続
の
業

務
の
廃
止
）を
し
よ
う
と
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

法
務
大
臣

平
口

洋

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

滋
賀
県
司
法
書
士
会

滋
賀
県
大
津
市
末
広
町
七
番
五
号

廃
止
予
定
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
六
日

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
三
号

令
和
七
年
十
二
月
十
七
日
に
タ
シ
ケ
ン
ト
で
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概

要
の
書
簡
の
交
換
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
に
係
る
計

画
等
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
両
政
府
の
関
係
当
局

で
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

三
億
六
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

中
村
真
一
郎
在
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
臨
時
代
理
大
使

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
側

ア
シ
ル
ベ
ッ
ク
・
フ
ダ
ヤ
ー
ロ

フ
保
健
大
臣

令
和
八
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
環
境
省
令
第
一
号

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
関
す

る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
一
条
第

一
項
第
四
号
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
作
成
等
に

関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

環
境
大
臣

石
原

宏
高

海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
作
成
等
に
関
す
る
省

令

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備

に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第

一
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
第

一
号
に
掲
げ
る
海
洋
環
境
等
調
査
に
係
る
区
域
を
決
定

す
る
過
程
に
お
け
る
環
境
の
保
全
の
配
慮
に
係
る
検
討

の
内
容
と
す
る
。

（
海
洋
環
境
等
調
査
方
法
書
の
案
に
つ
い
て
の
公
告
の

方
法
）

第
二
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、

次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

一

官
報
へ
の
掲
載

二

環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

三

法
第
十
一
条
第
六
項
の
都
道
府
県
知
事
の
協
力
を

得
て
行
う
当
該
都
道
府
県
の
公
報
又
は
広
報
紙
へ
の

掲
載

四

法
第
十
一
条
第
六
項
の
市
町
村
長
の
協
力
を
得
て

行
う
当
該
市
町
村
の
公
報
又
は
広
報
紙
へ
の
掲
載





令和年月日 金曜日 第号官 報

⒡

日
本
国
政
府
の
書
面
に
よ
る
事
前
の
同
意
を
得

な
い
で
、
生
産
物
又
は
役
務
が
被
供
与
国
政
府
以

外
の
者
に
移
転
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⒢

⒡
の
規
定
を
適
用
す
る
ほ
か
、
日
本
国
政
府
の

事
前
の
同
意
を
得
な
い
で
、
生
産
物
又
は
役
務
が

両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
決
定
さ
れ
る
者
以
外
の

被
供
与
国
政
府
に
属
す
る
者
に
移
転
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

⒣

計
画
の
実
施
に
必
要
な
土
地
を
確
保
し
、
及
び

用
地
の
整
地
を
行
う
こ
と
。

⒤

計
画
の
実
施
に
必
要
な
配
電
、
給
水
、
排
水
そ

の
他
の
付
随
的
な
諸
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
。

⒥

被
供
与
国
に
お
け
る
生
産
物
の
速
や
か
な
積
卸

し
、
通
関
及
び
国
内
輸
送
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒦

被
供
与
国
に
お
い
て
計
画
の
実
施
に
従
事
す
る

者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒧

生
産
物
又
は
役
務
の
供
給
に
関
連
し
て
そ
の
役

務
が
必
要
と
さ
れ
る
日
本
国
又
は
第
三
国
の
自
然

人
に
対
し
、
そ
の
作
業
の
遂
行
の
た
め
被
供
与
国

へ
の
入
国
及
び
被
供
与
国
に
お
け
る
滞
在
に
必
要

な
便
宜
を
与
え
る
こ
と
。

⒨

計
画
の
実
施
に
必
要
な
全
て
の
経
費
（
贈
与
及

び
そ
の
利
子
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
も
の
を
除

く
。）を
負
担
す
る
こ
と
。

⒩

計
画
の
完
了
後
、
日
本
国
政
府
に
対
し
て
計
画

に
関
す
る
最
終
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

⒪

生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る
秘
密
情
報
を
適
切

に
保
護
す
る
こ
と
。

２

贈
与
及
び
そ
の
利
子
は
、被
供
与
国
政
府
に
よ
り
、

適
正
に
、
か
つ
、
専
ら
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産

物
又
は
役
務
で
あ
っ
て
両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
相

互
に
合
意
す
る
表
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ

「
生
産
物
」
及
び
「
役
務
」
と
い
う
。）を
購
入
す
る

た
め
、
及
び
計
画
の
実
施
に
必
要
な
手
数
料
を
支
払

う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
生
産
物
は
、
調

達
適
格
国
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
も
の
と
し
、
役
務

は
、
調
達
適
格
国
の
国
民
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

に
規
定
す
る
表
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の

合
意
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
両
政
府

の
関
係
当
局
間
で
別
途
の
文
書
に
よ
り
合
意
さ
れ

る
。

３

被
供
与
国
政
府
は
、
こ
の
了
解
の
効
力
の
生
ず
る

日
の
後
二
箇
月
以
内
に
日
本
国
に
あ
る
銀
行
に
被
供

与
国
政
府
の
名
義
で
円
普
通
預
金
勘
定
（
以
下
「
勘

定
」
と
い
う
。）を
開
設
し
、
か
つ
、
勘
定
を
開
設
し

た
日
の
後
十
四
日
以
内
に
日
本
国
政
府
に
対
し
勘
定

を
開
設
す
る
た
め
の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に

よ
り
通
告
す
る
。

勘
定
の
目
的
は
、
４
に
規
定
す
る
日
本
国
政
府
が

払
い
込
む
日
本
円
を
受
領
す
る
こ
と
、
生
産
物
又
は

役
務
の
購
入
に
必
要
な
支
払
を
行
う
こ
と
及
び
両
政

府
の
関
係
当
局
間
で
別
途
の
文
書
に
よ
り
合
意
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
そ
の
他
の
支
払
を
行
う
こ
と
に
限
ら

れ
る
。

４

日
本
国
政
府
は
、
３

に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
通

告
の
受
領
の
日
か
ら
二
千
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
、
１
に
規
定
す
る
金
額
を
勘
定
に
日
本
円

で
払
い
込
む
こ
と
に
よ
り
贈
与
を
実
施
す
る
。
当
該
期

間
は
、
日
本
国
政
府
の
関
係
当
局
の
決
定
に
よ
り
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

被
供
与
国
政
府
は
、
次
の
こ
と
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
。

⒜

生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
及
び
２

に
規
定
す

る
手
数
料
の
支
払
を
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の
相
互
の
同
意

に
よ
り
延
長
さ
れ
な
い
限
り
、
贈
与
が
実
施
さ
れ

た
日
の
後
十
二
箇
月
以
内
に
贈
与
及
び
そ
の
利
子

が
勘
定
か
ら
完
全
に
払
い
出
さ
れ
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
並
び
に
計
画
の
完
了
後
に
残
額
を
日
本

国
政
府
に
払
い
戻
す
こ
と
。

⒝

生
産
物
又
は
役
務
の
購
入
に
関
し
て
被
供
与
国

に
お
い
て
課
さ
れ
る
関
税
、
内
国
税
そ
の
他
財
政

課
徴
金
が
、
贈
与
及
び
そ
の
利
子
を
利
用
す
る
こ

と
な
く
被
供
与
国
政
府
の
指
定
す
る
当
局
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒞

贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
使
用
に
当
た
り
、
環
境

及
び
社
会
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
。

⒟

贈
与
及
び
そ
の
利
子
が
生
産
物
若
し
く
は
役
務

の
購
入
及
び
２

に
規
定
す
る
手
数
料
の
支
払
に

完
全
に
使
用
さ
れ
た
場
合
又
は
日
本
国
政
府
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
勘
定
に
関
す
る
取
引

に
つ
い
て
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
関
連
す
る
取

引
に
つ
い
て
の
契
約
書
、
証
書
類
そ
の
他
の
文
書

の
写
し
を
添
付
の
上
、
日
本
国
政
府
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
形
式
の
書
面
に
よ
る
報
告
を
遅

滞
な
く
行
う
こ
と
。

⒠

日
本
国
と
被
供
与
国
と
の
間
の
多
年
に
わ
た
る

友
好
関
係
の
促
進
及
び
強
化
を
考
慮
し
つ
つ
、
生

産
物
又
は
役
務
が
、
被
供
与
国
政
府
に
よ
り
、
専

ら
計
画
の
実
施
を
目
的
と
す
る
活
動
の
た
め
に
適

正
か
つ
効
果
的
に
、
並
び
に
国
際
連
合
憲
章
の
目

的
及
び
原
則
に
適
合
す
る
方
法
で
、
維
持
さ
れ
、

及
び
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
四
号

令
和
七
年
十
二
月
十
日
に
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
で
、
ド
ゥ

シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電
力
系
統
変
電
所
建
設
計
画
（
詳
細
設

計
）
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換

が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電

力
系
統
変
電
所
建
設
計
画
（
詳
細
設
計
）
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

四
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
九
年
七
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

古
田
恵
子
在
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
大
使

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側

シ
ロ
ジ
ッ
デ
ィ
ン
・
ム
フ
リ
ッ

デ
ィ
ン
外
務
大
臣

令
和
八
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
五
号

令
和
七
年
十
二
月
十
日
に
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
で
、
カ
ス
ピ

海
ル
ー
ト
上
の
ス
ピ
タ
メ
ン
税
関
に
お
け
る
貨
物
検
査
機

材
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

カ
ス
ピ
海
ル
ー
ト
上
の
ス

ピ
タ
メ
ン
税
関
に
お
け
る
貨
物
検
査
機
材
整
備
計
画
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
三
億
四
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

古
田
恵
子
在
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
大
使

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側

シ
ロ
ジ
ッ
デ
ィ
ン
・
ム
フ
リ
ッ

デ
ィ
ン
外
務
大
臣

令
和
八
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
六
号

令
和
七
年
十
二
月
十
一
日
に
ア
ス
タ
ナ
で
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
及
び
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
広
域
災
害
リ
ス
ク
軽
減

の
た
め
の
体
制
強
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
広

域
災
害
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
体
制
強
化
計
画
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

七
億
六
千
五
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

飯
島
泰
雅
在
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

大
使

国
際
連
合
開
発
計
画
側

カ
タ
ジ
ナ
・
ヴ
ァ
ヴ
ィ
エ
ル

ニ
ヤ
在
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
事
務

所
代
表

令
和
八
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
七
号

令
和
八
年
一
月
十
五
日
に
マ
ニ
ラ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
政
府
に
対
す
る
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
に
関

す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

令
和
八
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
日
本

国
政
府
の
代
表
者
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府（
以
下「
被

供
与
国
政
府
」
と
い
う
。）の
代
表
者
と
の
間
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
（
以
下
「
被
供
与
国
」
と
い
う
。）の
安
全
保

障
上
の
能
力
及
び
抑
止
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
日
本
国
の
協
力
に
関
し
て
最
近
行
わ
れ
た
討
議
に
言
及

す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
次
の
了
解
を

提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

１

日
本
国
政
府
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
平
和
、
安
定

及
び
安
全
の
確
保
、
人
道
目
的
の
活
動
又
は
国
際
平
和

協
力
活
動
を
目
的
と
し
た
被
供
与
国
政
府
に
よ
る
安
全

保
障
上
の
能
力
強
化
に
係
る
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と

い
う
。）の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
被

供
与
国
政
府
に
対
し
、
日
本
国
の
関
係
法
令
及
び
予
算

に
従
っ
て
、
九
億
円
（
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

の
贈
与
（
以
下
「
贈
与
」
と
い
う
。）を
行
う
。計
画
は
、

情
報
収
集
、
警
戒
監
視
、
偵
察
、
輸
送
、
法
執
行
、
人

道
的
援
助
、
災
害
救
助
若
し
く
は
国
際
平
和
協
力
の
た

め
に
、
又
は
計
画
の
範
囲
内
に
お
い
て
両
政
府
が
決
定

す
る
他
の
適
当
な
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。
計
画

は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
で
作
成
さ
れ
、
及
び
必
要

に
応
じ
修
正
さ
れ
る
文
書
で
定
め
る
。





点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

敷
地
北
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

静
岡
県
磐
田
市
敷
地
及
び
下
野
部
の
区
域
内
の
土
地

の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
十
四
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
及
び
一
点
と
十
四
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地

の
区
域

１
34
50
076550

137
51
481473

２
34
50
087313

137
51
442719

３
34
50
103427

137
51
433779

４
34
50
114279

137
51
432336

５
34
50
130976

137
51
448625

６
34
50
115992

137
51
473714

７
34
50
094615

137
51
487519

８
34
50
083780

137
51
490339

９
34
50
084198

137
51
503327

10
34
50
093556

137
51
506284

11
34
50
093178

137
51
511381

12
34
50
087043

137
51
510776

13
34
50
080986

137
51
509072

14
34
50
079550

137
51
485153

点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

貞
岡
川
二

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
別
府
の
区
域
内
の
土
地
の

う
ち
、
次
の
一
点
と
二
点
を
結
ん
だ
線
、
二
点
と
三
点

を
令
和
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
三
号
で
指

定
し
た
同
号
二
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結

ん
だ
線
、
三
点
と
四
点
を
結
ん
だ
線
及
び
一
点
と
四
点

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

１
34
28
324036

132
37
467793

２
34
28
332618

132
37
418462

３
34
28
342528

132
37
415962

４
34
28
331019

132
37
469853

令和年月日 金曜日 第号官 報

被
供
与
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
贈
与

及
び
そ
の
利
子
並
び
に
生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る

必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。

被
供
与
国
政
府
は
、
生
産
物
の
海
上
輸
送
及
び
海

上
保
険
に
関
し
、
海
運
会
社
及
び
海
上
保
険
会
社
の

間
の
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
る

い
か
な
る
制
限
を
課
す
る
こ
と
も
差
し
控
え
る
。

被
供
与
国
政
府
は
、
日
本
国
政
府
が
行
う
生
産
物

又
は
役
務
の
状
況
（
生
産
物
又
は
役
務
が

⒠
の
規

定
に
従
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
含
む
。）

を
確
認
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
計
画
に
関

す
る
情
報
の
開
示
の
た
め
に
協
力
し
、
及
び
必
要
な

措
置
（
生
産
物
又
は
役
務
に
関
す
る
必
要
な
情
報
の

提
供
及
び
現
場
へ
の
立
入
り
の
許
可
を
含
む
。）を
と

る
。

６

こ
の
了
解
は
、
両
政
府
の
関
係
当
局
間
の
協
議
に
よ

り
合
意
さ
れ
る
手
続
細
目
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

７

被
供
与
国
政
府
は
、
こ
の
了
解
に
適
合
し
な
い
行
為

を
禁
止
し
、
及
び
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
も
の
と
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
発
見
さ
れ
た
場
合

に
は
、
適
当
な
期
間
内
に
是
正
措
置
を
と
る
。

８

両
政
府
は
、
こ
の
了
解
か
ら
又
は
こ
の
了
解
に
関
連

し
て
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
も

相
互
に
協
議
す
る
。

本
大
臣
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
被
供
与
国
政
府
に

代
わ
っ
て
前
記
の
了
解
を
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両

政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の

日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重

ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
一
月
十
五
日
に
マ
ニ
ラ
で

日
本
国
外
務
大
臣

茂
木
敏
充

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
外
務
大
臣

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
Ｐ
・
ラ
ザ
ロ
閣
下

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

光
栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、更
に
、フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
に
代
わ
っ

て
前
記
の
了
解
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及

び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意

が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重

ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
二
十
六
年
一
月
十
五
日
に
マ
ニ
ラ
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
外
務
大
臣

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
Ｐ
・
ラ
ザ
ロ

日
本
国
外
務
大
臣

茂
木
敏
充
閣
下

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

小
又
川
（
二
）

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
及
び
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
の
う
ち
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河
川
敷

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
内
山

字
家
ノ
奥

七
二
〇
番
一
及
び
七
二
〇
番
二

七
二
一
番
及
び
七
二
二
番

七
二
三
番
二

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四

十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と

四
十
四
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

（
イ
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
内
山

字
上
ノ
山

八
二
四
番

一
号
か
ら
五
号
ま
で

八
一
九
番

六
号
、
七
号
及
び
三
十
二

号

八
二
五
番
二

八
号
及
び
九
号

八
二
五
番
一

十
号

八
一
八
番

三
十
一
号

八
一
三
番

三
十
三
号
及
び
三
十
四
号

八
二
〇
番

三
十
五
号
及
び
三
十
六
号

八
二
三
番

三
十
七
号
か
ら
三
十
九
号

ま
で

八
二
一
番

四
十
号

字
水
屋

八
二
八
番
二

十
一
号
か
ら
十
九
号
ま
で

字
前
田

八
〇
一
番
二

二
十
号
、
二
十
一
号
及
び

二
十
五
号
か
ら
三
十
号
ま

で

八
〇
一
番
三

二
十
二
号
か
ら
二
十
四
号

ま
で

字
家
ノ
奥

七
二
四
番

四
十
一
号
及
び
四
十
二
号

七
二
三
番
二

四
十
三
号
及
び
四
十
四
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

天
地
面
川

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
湯

字
天
地
面

三
六
五
番
一

一
号

三
六
六
番
一

二
号
及
び
三
号

三
六
七
番
一

四
号
及
び
七
号
か
ら

九
号
ま
で

三
六
八
番
四

五
号
及
び
六
号

三
六
四
番

十
一
号

字
滝
谷
山

一
六
八
五
番
八
一

十
号

字
外
谷

一
六
八
六
番

十
二
号
か
ら
十
六
号

ま
で

一
六
八
七
番

十
七
号
か
ら
二
十
号

ま
で





点
北
緯

東
経

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

真
萱
谷
川

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

宮
崎
県
串
間
市
大
字
一
氏
の
区
域
内
の
土
地
の
う

ち
、
次
の
一
点
か
ら
二
十
八
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

及
び
一
点
と
二
十
八
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地

の
区
域

１
31
32
024695

131
12
544883

２
31
32
024381

131
12
545506

３
31
32
022667

131
12
550026

４
31
32
019674

131
12
550410

５
31
32
016071

131
12
550391

６
31
32
014246

131
12
548963

７
31
32
006599

131
12
542201

８
31
32
011746

131
12
535677

９
31
32
015874

131
12
532986

10
31
32
014607

131
12
525858

11
31
32
015172

131
12
523884

12
31
32
019073

131
12
524983

13
31
32
021705

131
12
526854

14
31
32
022535

131
12
526876

15
31
32
026826

131
12
525218

16
31
32
028898

131
12
525505

17
31
32
027286

131
12
530057

18
31
32
025982

131
12
533668

19
31
32
025606

131
12
534895

20
31
32
025318

131
12
536001

21
31
32
025105

131
12
537153

22
31
32
024804

131
12
538049

23
31
32
024704

131
12
538369

24
31
32
024917

131
12
538923

25
31
32
024872

131
12
540441

26
31
32
024914

131
12
541859

27
31
32
024944

131
12
542859

28
31
32
024829

131
12
544456

令和年月日 金曜日 第号官 報
三

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

田
中
川
（
一
）

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
七

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
十
七
号
と
十
八
号

を
令
和
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
四
十
号
で
指
定

し
た
同
号
四
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結

ん
だ
線
、
標
柱
十
八
号
か
ら
三
十
一
号
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
十
一
号
を
結
ん
だ
線

に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
岸
田

字
奥
谷

一
五
五
六
番

一
号
及
び
二
号

一
五
五
五
番

三
号
か
ら
五
号
ま
で

一
五
四
二
番

六
号

一
五
四
一
番

七
号
及
び
八
号

字
大
和
谷

一
五
六
八
番
一

九
号

一
五
六
七
番

十
号
、
十
一
号
及
び
三

十
一
号

一
五
七
一
番

十
二
号
、
十
三
号
及
び

二
十
三
号
か
ら
三
十
号

ま
で

字
ヘ
ソ
谷

一
五
一
四
番

十
四
号
か
ら
二
十
二
号

ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

深
沢

二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
百
二
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
百
二
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
二
十
五
年
建

設
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号
で
指
定
し
た
土
地
の
区
域

を
除
く
。）

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
清
水

字
桜
峠

三
一
〇
八
番
一

一
号
か
ら
五
号
ま

で
、
二
十
三
号
か
ら

三
十
六
号
ま
で
、
三

十
九
号
、
四
十
号
、

百
一
号
及
び
百
二
号

三
一
〇
八
番
三

六
号

三
〇
八
九
番
三

七
号
か
ら
十
号
ま

で
、
十
四
号
か
ら
十

六
号
ま
で
、
四
十
九

号
か
ら
五
十
一
号
ま

で
及
び
五
十
四
号
か

ら
五
十
八
号
ま
で

三
〇
八
九
番
一

十
一
号
か
ら
十
三
号

ま
で
、
三
十
七
号
、

三
十
八
号
、
四
十
一

号
か
ら
四
十
七
号
ま

で
、
五
十
二
号
及
び

五
十
三
号

三
一
〇
八
番
二

十
七
号
か
ら
二
十
二

号
ま
で

三
〇
八
九
番
四

四
十
八
号

三
〇
八
八
番
二

五
十
九
号
及
び
六
十

号

三
〇
八
八
番
一
九

六
十
一
号
及
び
六
十

二
号

三
〇
七
八
番
一

六
十
四
号
か
ら
六
十

七
号
ま
で

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
南
山

字
家
ノ
下

一
二
番
二

六
十
三
号

一
二
番
一
五

六
十
八
号
か
ら
七
十

六
号
ま
で

一
二
番
五

七
十
七
号
か
ら
八
十

七
号
ま
で
及
び
九
十

号
か
ら
九
十
三
号
ま

で

十
二
番
一
四

地
先
河
川
敷

八
十
八
号
及
び
八
十

九
号

一
四
番

九
十
四
号
及
び
九
十

五
号

一
五
番
一

九
十
六
号
及
び
九
十

七
号

一
六
番
一

九
十
八
号

一
七
番

九
十
九
号
及
び
百
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
に
お
い
て
、
令
和
八
年

度
か
ら
砂
防
設
備
工
事
を
施
行
す
る
の
で
、
砂
防
法
施
行

規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十
二
号
）
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

深
沢

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
百
二
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
百
二
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
清
水

字
桜
峠

三
一
〇
八
番
一

一
号
か
ら
五
号
ま

で
、
二
十
三
号
か
ら

三
十
六
号
ま
で
、
三

十
九
号
、
四
十
号
、

百
一
号
及
び
百
二
号

三
一
〇
八
番
三

六
号

三
〇
八
九
番
三

七
号
か
ら
十
号
ま

で
、
十
四
号
か
ら
十

六
号
ま
で
、
四
十
九

号
か
ら
五
十
一
号
ま

で
及
び
五
十
四
号
か

ら
五
十
八
号
ま
で

三
〇
八
九
番
一

十
一
号
か
ら
十
三
号

ま
で
、
三
十
七
号
、

三
十
八
号
、
四
十
一

号
か
ら
四
十
七
号
ま

で
、
五
十
二
号
及
び

五
十
三
号

三
一
〇
八
番
二

十
七
号
か
ら
二
十
二

号
ま
で

三
〇
八
九
番
四

四
十
八
号

三
〇
八
八
番
二

五
十
九
号
及
び
六
十

号

三
〇
八
八
番
一
九

六
十
一
号
及
び
六
十

二
号

三
〇
七
八
番
一

六
十
四
号
か
ら
六
十

七
号
ま
で

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
南
山

字
家
ノ
下

一
二
番
二

六
十
三
号

一
二
番
一
五

六
十
八
号
か
ら
七
十

六
号
ま
で

一
二
番
五

七
十
七
号
か
ら
八
十

七
号
ま
で
及
び
九
十

号
か
ら
九
十
三
号
ま

で

十
二
番
一
四

地
先
河
川
敷

八
十
八
号
及
び
八
十

九
号

一
四
番

九
十
四
号
及
び
九
十

五
号

一
五
番
一

九
十
六
号
及
び
九
十

七
号

一
六
番
一

九
十
八
号

一
七
番

九
十
九
号
及
び
百
号





人
事
異
動

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

北
部
大
阪
都
市
計
画
道
路
事
業
３
・
４
・
２
１
１

９
号
大
阪
高
槻
京
都
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
三
年
九
月
二
十
一
日
至
令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
事
業
東
急
電
鉄
大
井
町
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
二
月
六
日
至
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
豊
町
二
丁
目
、
豊
町
三
丁
目
、
戸
越
五
丁
目
及
び
戸
越
六
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
都
市
高
速
鉄
道
東
急
電
鉄
大
井
町
線
付

属
街
路
第
一
号
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
二
月
六
日
至
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
五
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
五
丁
目
地
内

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
都
市
高
速
鉄
道
東
急
電
鉄
大
井
町
線
付

属
街
路
第
二
号
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
二
月
六
日
至
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
五
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
五
丁
目
地
内

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
六
日

四
国
地
方
整
備
局
長

豊
口

佳
之

一

施
行
者
の
名
称

香
川
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

令
和
二
年
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
八
号
高
松
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
二
・
一
〇
三
号
錦
町
国
分
寺
綾
南
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
至
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
道
路
事
業
区
画
街
路
都
市
高
速
鉄
道
東
急
電
鉄
大
井
町
線
付

属
街
路
第
三
号
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
二
月
六
日
至
令
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
六
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

東
京
都
品
川
区
戸
越
六
丁
目
地
内

法

務

省

検
事

北
村

治
樹

令
和
七
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

同

伊
賀

和
幸

令
和
七
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
筆
記
試
験
担
当
）
に

併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

同

内
野

宗
揮

同

大
谷

太

令
和
七
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
の
併
任
を
解
除
す
る

（
各
通
）同

北
村

治
樹

令
和
七
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
筆
記
試
験
担
当
）
の

併
任
を
解
除
す
る

同

北
村

治
樹

令
和
七
年
度
土
地
家
屋
調
査
士
試
験
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
と
す
る

同

大
谷

太

令
和
七
年
度
土
地
家
屋
調
査
士
試
験
委
員
の
併
任
を
解
除

す
る

同

北
村

治
樹

令
和
七
年
度
簡
裁
訴
訟
代
理
等
能
力
認
定
考
査
委
員
に
併

任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
と
す
る

同

大
谷

太

令
和
七
年
度
簡
裁
訴
訟
代
理
等
能
力
認
定
考
査
委
員
の
併

任
を
解
除
す
る
（
以
上
七
年
七
月
二
十
四
日
）

法
務
事
務
官

西
村

孝

令
和
七
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
口
述
試
験
担
当
）
に

併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

（
七
年
十
月
七
日
）

飯
田

裕

髙
野

員
臣

令
和
七
年
度
土
地
家
屋
調
査
士
試
験
委
員
（
筆
記
試
験
担

当
）
に
任
命
す
る

任
期
は
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
七
年
十
一
月
五
日
）

飯
田

茂
幸

居
川

文
庸

岩
﨑

諭

海
老
沼

学

大
音

貴
司

樫

一
郎

高
津

笑

高
月

麻
衣

長
谷
川

潤

本
橋

寛
樹

令
和
八
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
筆
記
試
験
担
当
）
に

任
命
す
る

任
期
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）





官
庁
報
告

令和年月日 金曜日 第号官 報

検
事

北
村

治
樹

同

竹
林

俊
憲

検
事
兼
法
務
事
務
官

工
藤

智

同

松
波

卓
也

法
務
事
務
官

井
手

英
樹

同

小
川

淳

同

河
瀬

貴
之

同

希
代

浩
正

同

清
水

慶
徳

同

田
中

普

令
和
八
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）検

事

伊
賀

和
幸

同

猪
股

直
子

同

宇
野

直
紀

同

太
田

章
子

同

齊
藤

恒
久

同

笹
井

朋
昭

同

竹
下

慶

同

中
井

優
介

同

波
多
野
紀
夫

同

古
谷

真
良

同

望
月

千
広

同

吉
賀

朝
哉

令
和
八
年
度
司
法
書
士
試
験
委
員
（
筆
記
試
験
担
当
）
に

併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）（
以
上
七
年
十
二
月
一
日
）

最
高
裁
判
所

簡
易
裁
判
所
判
事

村
上

亜
優

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
二
月
一
日
）

津
地
方
裁
判
所
判
事
兼
津
家
庭
裁

判
所
判
事
・
津
簡
易
裁
判
所
判
事

市
原

義
孝

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
事
・
名
古

屋
簡
易
裁
判
所
判
事

山
田

耕
司

津
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

津
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
津
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

津
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

津
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

津
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る
者

に
指
名
す
る

和
歌
山
地
方
裁
判
所
判
事
兼
和
歌

山
家
庭
裁
判
所
判
事
・
和
歌
山
簡

易
裁
判
所
判
事

佐
々
木
一
夫

名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

名
古
屋
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

酒
井

良
介

和
歌
山
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

和
歌
山
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
和
歌
山
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

和
歌
山
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

和
歌
山
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

簡
易
裁
判
所
判
事
兼
判
事

内
野

俊
夫

松
戸
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

松
戸
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

千
葉
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
勤
務
を
命
ず
る

千
葉
地
方
裁
判
所
松
戸
支
部
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
千
葉
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
勤
務
を
命
ず
る

千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
長
を
命
ず
る

最
高
裁
判
所
判
事
岡
正
晶
付
秘
書

官

久
我

涼
子

最
高
裁
判
所
判
事
阿
多
博
文
付
秘
書
官
を
命
ず
る
（
以
上

二
月
二
日
）

盛
岡
地
方
裁
判
所
判
事
兼
盛
岡
家

庭
裁
判
所
判
事
・
盛
岡
簡
易
裁
判

所
判
事

岡
田

健
彦

仙
台
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

仙
台
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

菊
池

憲
久

盛
岡
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

盛
岡
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
盛
岡
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

盛
岡
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

盛
岡
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

簡
易
裁
判
所
判
事
兼
判
事

上
拂

大
作

東
京
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
の
指
名
を
解
く

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

小
田

真
治

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る（
以
上
二
月
三
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
畠
山
新
は
一
月
三
十
日
限
り

本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た
る
簡

易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

最
高
裁
判
所
判
事
岡
正
晶
は
二
月
一
日
限
り
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
加
藤
亮
は
二
月
二
日
限
り
本

官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た
る
簡
易

裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方
交
通
審
議
会

の
意
見
に
関
す
る
公
示

北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

北
陸
信
越
地
方
交
通
審
議
会
か
ら
北
陸
信
越
内
航
鋼
船

運
航
業
及
び
木
船
運
航
業
最
低
賃
金
（
平
成
15年
北
陸
信

越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）、
北
陸
信
越
海
上
旅

客
運
送
業
最
低
賃
金
（
平
成
15年
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低

賃
金
公
示
第
３
号
）、
北
陸
信
越
漁
業
（
沖
合
底
び
き
網
）

最
低
賃
金
（
平
成
15年
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示

第
４
号
）
及
び
北
陸
信
越
漁
業
（
大
中
型
ま
き
網
）
最
低

賃
金
（
平
成
15年
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
第
５

号
）
の
改
正
に
つ
い
て
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
最

低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
35条

第
４
項

の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
法
第
11条
第
１
項
及
び
船
員

の
最
低
賃
金
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
34年
運
輸
省
令
第
35

号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
公
示

す
る
。
こ
の
意
見
に
係
る
船
員
又
は
こ
れ
を
使
用
す
る
船
舶
所

有
者
（
船
員
法
（
昭
和
22年

法
律
第
100号

）
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
所
有
者
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を

受
け
る
者
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
意
見
に
異
議
の
あ

る
者
は
、
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
（
様

式
任
意
）
に
異
議
申
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先

を
付
記
し
て
本
日
か
ら
15日
以
内
に
北
陸
信
越
運
輸
局
海

事
部
船
員
労
政
課
「
郵
便
番
号
950

8537新
潟
県
新
潟

市
中
央
区
美
咲
町
一
丁
目
２
番
１
号
」
あ
て
提
出
さ
れ
た

い
。令
和
８
年
２
月
６
日
北
陸
信
越
運
輸
局
長
佐
橋
真
人

北
陸
信
越
地
方
交
通
審
議
会
の
意
見
（
要
旨
）

１
．
北
陸
信
越
内
航
鋼
船
運
航
業
及
び
木
船
運
航
業
最
低

賃
金
に
つ
い
て
は
、
適
用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金

額
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
職
員
（
船
長
を
含
む
。）

「
270350円

」
を
「
281050円

」
に
、
た
だ
し
書
の

課
程
修
了
後
の
勤
務
期
間
が
一
定
の
期
間
に
満
た
な
い

職
員
「
253900円

」
を
「
264600円

」
に
、
部
員

「
211650円

」
を
「
222350円

」
に
、
た
だ
し
書
の

海
上
経
歴
３
年
未
満
の
部
員
「
202350円

」
を

「
213050円

」
に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

２
．
北
陸
信
越
海
上
旅
客
運
送
業
最
低
賃
金
に
つ
い
て

は
、
適
用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
、
職
員
（
船
長
を
含
む
。）「
263550円

」
を

「
272550円

」
に
、
部
員
「
201400円

」
を

「
210400円

」
に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

３
．
北
陸
信
越
漁
業
（
沖
合
底
び
き
網
）
最
低
賃
金
に
つ

い
て
は
、
適
用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額

「
222100円

」
を
「
233100円

」
に
改
正
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

４
．
北
陸
信
越
漁
業
（
大
中
型
ま
き
網
）
最
低
賃
金
に
つ

い
て
は
、
適
用
す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額

「
222100円

」
を
「
233400円

」
に
改
正
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。





公

告

令和年月日 金曜日 第号官 報

諸

事

項

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令和年月日 金曜日 第号官 報
相
続
権
主
張
の
催
告

公
示
催
告





令和年月日 金曜日 第号官 報
失
踪
に
関
す
る
届
出
の
催
告

失
踪
宣
告

除
権
決
定





令和年月日 金曜日 第号官 報
破
産
手
続
開
始





令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

書面による計算報告

特別清算開始

令和７年（ヒ）第２号
山口県下関市丸山町３丁目２番５号
清算株式会社 株式会社油政商店
代表清算人 山根 享海
１ 決定年月日 令和８年１月22日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

山口地方裁判所下関支部

特別清算終結
令和７年（ヒ）第１００１号
山形県米沢市城南４丁目３番16号
清算株式会社 株式会社フラスク
１ 決定年月日 令和８年１月26日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

山形地方裁判所米沢支部
令和７年（ヒ）第３号
長野県飯田市松尾新井6433番地１
清算株式会社 株式会社アイティーシー
１ 決定年月日 令和８年１月22日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

長野地方裁判所飯田支部
令和７年（ヒ）第１０３号
本店所在地 高知市升形１番17号藤林ビル３
階東
清算株式会社 株式会社トシオ商店
代表清算人 武内 良平
１ 決定年月日 令和８年１月26日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

高知地方裁判所民事部
令和７年（ヒ）第２号
大分県宇佐市大字下高家2019番地
清算株式会社 東九州電子工業株式会社
代表清算人 京田 高裕
１ 決定年月日 令和８年１月23日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

大分地方裁判所中津支部

特別清算協定認可
令和７年（ヒ）第３０３３号
大阪府東大阪市宝町７番９号
清算株式会社 藤田電業株式会社
代表清算人 藤田 敦泰
１ 決定年月日 令和８年１月26日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 協定債権者は、本協定の認可の決定が確定
したときに、清算株式会社に対する協定債権
につき、その残債務を全部免除する。
２ 清算株式会社に新たな財産が発見されたと
きは、清算株式会社は、これを速やかに換価
し、換価代金から必要な費用を控除した残額
を、各協定債権者に対し、協定債権の割合に
応じて弁済する。この場合においては、協定
債権者が前項の規定により行った残債務の免
除は、新たにされた弁済の限度で効力を失う
ものとする。

大阪地方裁判所第６民事部




令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

令和７年（ヒ）第１０３号
鹿児島市平之町10番15号 グランフォーレ高
見馬場1102
清算株式会社 株式会社薩摩製作所
代表清算人 篠原 秀嗣
１ 決定年月日 令和８年１月23日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社は、資産を有しないことから、
本協定認可決定の日付で債権者から債務の全
額について免除を受ける。
２ 本協定認可決定の後、清算株式会社に新た
な財産が発見されたときは、清算株式会社は
これを速やかに換価し、換価代金から必要な
費用を控除した残額を債権者に支払う。
この場合においては、債権者らが前項の規
定により行った残債の免除は新たにされた弁
済の限度で効力を失うものとする。
３ 公租公課、特別清算手続に必要な費用等は
随時これを支払う。

鹿児島地方裁判所民事第３部

監 督 命 令

監督命令取消

事業譲渡に関する株主総会の
決議による承認に代わる許可

令和７年（再）第１号
広島県廿日市市峠10245番地37
再生債務者 株式会社イシカワ

決定の要旨 令和８年１月５日付け事業譲渡許可
申請書にかかる事業譲渡について会社法467条
１項２号に規定する株主総会の決議による承認
に代わる許可をする。
令和８年１月22日

広島地方裁判所民事第４部
小規模個人再生による再生手
続開始






令和年月日 金曜日 第号官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
書
面
決

議
に
付
す
る
決
定





令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可






令
和

年

月

日
金
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 金曜日 第号官 報

所
有
者
不
明
建
物
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
八
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
六
七
頁
（
号
外
第
一
九
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
八
月
二
十
五
日

掲
載
頁

一
六
七
頁
（
号
外
第
一
九
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

千
葉
県
市
川
市
東
菅
野
三
丁
目
一
番
六
号

（
甲
）
株
式
会
社
ペ
ピ
カ

代
表
取
締
役

齋
藤

栄
輝

千
葉
県
市
川
市
東
菅
野
三
丁
目
一
番
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
リ
リ
ー
ベ
ッ
ト

代
表
取
締
役

川
端

博
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
甲
）
旭
化
成
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役

横
山

泰
一

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
旭
化
成
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

津
田

亮

合
併
公
告

債
権
者
及
び
株
主
等
関
係
者

各
位

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決

議
は
経
ず
、
乙
の
株
主
総
会
決
議
は
令
和
七
年
十
二
月
五

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
八
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
一
五
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

五
十
一
頁
（
号
外
第
一
三
〇
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
四
丁
目
四

番
二
号

（
甲
）
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株

式
会
社

代
表
取
締
役

廣
瀨

崇

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
有
明
一
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｊ
Ｍ
Ｕ
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

登
川

康
則

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
八
月
七
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
一
八
〇
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
八
月
七
日

掲
載
頁

五
十
四
頁
（
号
外
第
一
八
〇
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
一
丁
目
四
番
一
号

（
甲
）
日
産
プ
リ
ン
ス
名
古
屋
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

神
田

昌
明

名
古
屋
市
熱
田
区
桜
田
町
二
〇
番
三
四
号

（
乙
）
愛
知
日
産
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

神
田

昌
明

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項

に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
の
全
株
式
を
所
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及

び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
三
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
三
八
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
六
番
三
二
号

（
甲
）
Ｎ
Ｔ
Ｎ
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
藤

隆
幸

大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
六
番
三
二
号

（
乙
）
ユ
ニ
ト
ッ
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
田

真
啓





令和年月日 金曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）h

ttp
s://sy

s.ta
d
a
n
o
.co
.jp
/k
essa
n
/en
g
/in
d
ex
.

h
tm
l

令
和
八
年
二
月
六
日

香
川
県
高
松
市
新
田
町
甲
三
四
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
タ
ダ
ノ

代
表
取
締
役

氏
家

俊
明

香
川
県
高
松
市
新
田
町
甲
三
四
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
タ
ダ
ノ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

森

和
誉

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
信
頼
性
試
験
・

解
析
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
甲
）
旭
化
成
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役

横
山

泰
一

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
旭
化
成
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
崎

努

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
株
式
会

社
（
乙
、住
所
東
京
都
江
東
区
豊
洲
三
丁
目
二
番
二
〇
号
）

の
Ｉ
Ｔ
製
品（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
及
び
サ
ー
バ
ー
・
ス
ト
レ
ー

ジ
製
品
販
売
事
業
の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
十
九
日

掲
載
頁

二
一
六
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
二
号
Ｊ
Ｐ

タ
ワ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

田
中

拓
也

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
Ｅ
Ｃ
の
海
外
展

開
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
あ
る
Ｇ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｔ

ｈ

Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙

は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
ttp
s://b
een
o
s.co
m
/co
m
p
a
n
y
/fsb
/

k
o
u
k
o
k
u
.h
tm
l

（
乙
）h

ttp
s://b
een
o
s.co
m
/co
m
p
a
n
y
/b
cr/

k
o
u
k
o
k
u
.h
tm
l

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
四
番
一
三
号

（
甲
）
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
間

哲
平

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
四
番
一
三
号

（
乙
）
Ｂ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

直
井

聖
太

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
乙
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
大
阪
ガ
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
甲
、
住
所
大
阪
市
中
央
区
平
野
町

四
丁
目
一
番
二
号
）
に
対
し
て
当
社
の
一
括
受
電
事
業
及

び
共
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
当
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
二
番
一
八
号

関
西
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

造
座

克
之

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
Ｈ
Ｒ
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及
び

乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
七
年
九
月
二
十
五
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
九
日

掲
載
頁

七
十
頁
（
号
外
第
一
五
七
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
府
門
真
市
元
町
二
二
番
六
号

（
甲
）
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

米
澤

肇

大
阪
府
門
真
市
大
字
門
真
一
〇
〇
六
番
地

（
乙
）
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
＆

Ｈ
Ｒ
プ
ロ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

宮
﨑

義
夫

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
関
西
ビ
ジ
ネ
ス
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
乙
、
住
所
大
阪
市
北
区

中
之
島
三
丁
目
二
番
一
八
号
）
の
一
括
受
電
事
業
及
び
共

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
二
十
五
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四
丁
目
一
番
二
号

大
阪
ガ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
崎

健
志

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
テ
ス
ト
開
発
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
二
〇
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

一
一
七
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通
東
五
丁
目
三
番
一
〇
号

（
甲
）
旭
化
成
マ
イ
ク
ロ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

竹
原

聡

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
一
番
二
号

（
乙
）
旭
化
成
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
崎

努

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｎ
ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ

ｓ
ｔ
ｒ
ａ

ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
株
式
会
社
（
東
京
都
墨

田
区
亀
沢
四
丁
目
五

八
ｓ
ｋ
ｙ
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
錦
糸
町
一
〇

一
号
室
）
に
対
し
て
当
社
の
業
務
支
援
・
多
角
化
事
業
統

括
部
門
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
八

四
三
原
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
八
Ｆ

ノ
ー
ザ
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

祥





令和年月日 金曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
か
ら
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
こ
と
の
は
さ
さ
ら
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

千
葉
県
旭
市
ニ
一
九
七
七
番
地
四

合
同
会
社
こ
と
の
は
さ
さ
ら

代
表
社
員

渡
邉

拓
海

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
港
区
北
青
山
一

三

三

三
橋
ビ
ル
三
階

合
同
会
社
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ

代
表
社
員

越
智

慎
二

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｍ
Ｊ
Ｍ
ア
セ
ッ
ト
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
二
番
八
号

合
同
会
社
Ｍ
Ｊ
Ｍ
ア
セ
ッ
ト

代
表
社
員

三
井

磨
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

神
奈
川
県
海
老
名
市
国
分
北
一
丁
目
二
番
一
〇
号

合
同
会
社
Ｋ
Ｇ
Ｔ

代
表
社
員

柘
植
由
季
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｌ
ｅ
ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
丁
目
四

五
東
和
パ
ー
ク

ビ
ル
西
館
八
〇
一

合
同
会
社
Ｌ
ｅ
ｃ
ｒ
ｉ
ｎ

代
表
社
員

中
村

弘
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

福
岡
市
南
区
花
畑
二
丁
目
一
一
番
八
号

ベ
ス
ト
ロ
ウ
ム
合
同
会
社

代
表
社
員

倉
地

宣
典

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

鹿
児
島
市
郡
元
二
丁
目
七
番
一
号

合
同
会
社
ヒ
カ
リ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

代
表
社
員

本

智
章

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
六
日

茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町
上
飯
沼
六
二
六
番
地

有
限
会
社
茨
城
ふ
る
さ
と
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

印
出

昇

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
九
千
九
百
六
十
八
万
九

千
五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
四
丁
目
一
番
四
号

弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

元
榮
太
一
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

507105/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
丁
目
一
三
番
四
号
千

代
田
ビ
ル

Ｃ
ｒ
ａ
ｎ
ｅ
ｂ
ｉ
ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
本

大
輔

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
三
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
十
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
一
月
十
三
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
六
日

愛
知
県
岡
崎
市
東
明
大
寺
町
一
一
番
地
九

有
限
会
社
ヴ
ェ
ル
・
グ
ロ
ー
ブ

取
締
役

小
野

克
志

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
三
十
日

掲
載
頁

一
四
九
頁
（
号
外
第
二
十
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
三
丁
目
一
番
九
号

カ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

橘

一
夫

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
万
円
減
少
し
、
そ
の
六

千
万
円
全
額
を
資
本
準
備
金
に
計
上
す
る
も
の
と
し
、

よ
っ
て
資
本
金
の
額
を
九
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
七
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
一
六
四
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

奈
良
県
橿
原
市
川
西
町
一
〇
三
八
番
地
の
二

か
し
は
ら
ハ
イ
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
上

浩
之

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
八
百
万
円
減
少
し
五
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
六
日

広
島
県
尾
道
市
正
徳
町
三
二
番
二
一
号

有
限
会
社
明
鏡

取
締
役

桧
髙

敏
明

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
し
て
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
一
月
三
十
日

掲
載
頁

一
四
九
頁
（
号
外
第
二
十
一
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

愛
媛
県
八
幡
浜
市
保
内
町
川
之
石
三
番
耕
地
三
〇

四
番
地
二
五

親
和
マ
リ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
守

征
美

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
五
百
万
円
減
少
し
一
億

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異

議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
二
月
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
二
月
六
日

長
崎
県
諫
早
市
宇
都
町
三
番
五
〇
号

株
式
会
社
長
崎
建
創

代
表
取
締
役

下
村

慈





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

五
〇
ペ
ー
ジ
上
段
表
の
次
に
次
を
加
え
る
。

附
則
の
次
に
次
の
八
様
式
を
加
え
る
。

五
〇
下
第
二
条

改
正
後
欄

終
り
か
ら一
八
十
五

八
十
六

〃

〃
第
二
条

改
正
前
欄

〃

〃
八
十
四

八
十
五

五
四
下

一
三



五
九
〃

六
「

の
発
注
」

を
削
る
。

〃

〃

七

〃

〃

八

六
〇
上

一
八

〃

〃

一
九

〃

〃

二
〇

六
二
下

六
運

行

受
渡
し

〃

〃

一
五

六
三
上

九

〃

〃

一
〇

〃

〃

一
四

六
二
下

二
〇運

送
あ
た
り
の

受
渡
し
に
係
る

令和年月日 金曜日 第号官 報
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
三
月
一
日
と
す
る

山
田
土
建
株
式
会
社
と
の
株
式
交
換
に
よ
り
資
本
準
備
金

の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
増
加
額
全

額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
六
日

北
九
州
市
門
司
区
中
二
十
町
六
番
二
三
号

山
田
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
塚

成
美

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
八
万
六
千
三
百
七
十
二

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
四
千
八
百
三
十
九
万
三
百

二
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
十
八
日

掲
載
頁

一
〇
一
頁
（
号
外
第
一
六
六
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
港
区
三
田
三
丁
目
五
番
一
九
号

株
式
会
社
Ｈ
Ｒ
Ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ

代
表
取
締
役

堀

浩
輝

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
三
十
三
億
八
千
万
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
百
三
十
三
億
八
千
万
円
減
少
し
、
そ
れ

ぞ
れ
百
十
五
億
二
千
万
円
、
百
十
五
億
二
千
万
円
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
十
三
日

掲
載
頁

三
〇
八
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
六
番
一
号

デ
ィ
ー
ア
ー
ル
ア
イ
・
ジ
ー
ピ
ー
２
株
式
会
社

代
表
取
締
役

手
塚

万
峰

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
午
後
五
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、

令
和
八
年
六
月
十
九
日
開
催
予
定
の
臨
時
株
主
総
会
に
お

け
る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
下
津
屋
富
ノ
城
四
六
番
地

株
式
会
社
阪
村
機
械
製
作
所

代
表
取
締
役

小
林

純

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
令
和
八
年

三
月
十
三
日
開
催
予
定
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決

権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
二
月
六
日

神
戸
市
灘
区
新
在
家
南
町
一
丁
目
二
番
一
号

小
泉
製
麻
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
泉

康
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

札
幌
市
北
区
新
川
三
条
二
十
丁
目
一
番
二
〇
号

音
熱
環
境
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
星

雅
宏

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

茨
城
県
結
城
市
大
字
結
城
字
大
水
川
原
三
九
八
四

番
地
一

株
式
会
社
全
日
本
農
協
畜
産
公
社

代
表
取
締
役

增
田

昌
洋

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
三
丁
目
二
番
八
号

ジ
ー
ベ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高
野

栄
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

愛
知
県
岡
崎
市
板
屋
町
一
八
五
番
地
一

株
式
会
社
白
井

代
表
取
締
役

角
谷

仁
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
六
日

大
阪
府
堺
市
東
区
白
鷺
町
三
丁
一
九
番
一

二
〇

一
号

株
式
会
社
伯
井
商
店

代
表
取
締
役

伯
井

洋

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
サ
カ

ラ
ー
ッ
チ
ャ
リ
・
ガ
ニ
タ
ヤ
ラ
ゲ
・
ヤ
シ
タ
・
ラ
ク
マ
ー

ル
・
ラ
ナ
シ
ン
ハ
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

ス
リ
ラ
ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
ド
ゥ
ッ
マ
ラ

ス
ー
リ
ヤ
、
ウ
ト
ゥ
ワ
ッ
タ

茨
城
県
筑
西
市
茂
田
一
八
〇
三
番
地
三
〇

O
M
E
K
F
U
R
N
IT
U
R
E
A
N
D
M
O
T
O
R
S

日
本
に
お
け
る
代
表
者

サ
カ
ラ
ー
ッ
チ
ャ

リ
・
ガ
ニ
タ
ヤ
ラ
ゲ
・
ヤ
シ
タ
・
ラ
ク
マ
ー

ル
・
ラ
ナ
シ
ン
ハ

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ル
ー
カ

ス
・
オ
リ
バ
ー
フ
ロ
ス
ト
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
二
月
六
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
一
三
番
地
竹

橋
安
田
ビ
ル
二
階

P
R
E
C
I‑D
IP
S
A

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ル
ー
カ
ス
・
オ
リ
バ
ー

フ
ロ
ス
ト

六
〇
ペ
ー
ジ
下
段
七
行
目
か
ら
一
七
行
目
ま
で
を
削

る
。 五

一
ペ
ー
ジ
上
段
一
行
目
か
ら
六
三
ペ
ー
ジ
上
段
終
り

か
ら
一
〇
行
目
ま
で
の
様
式
を
五
〇
ペ
ー
ジ
下
段
一
行
目

の
前
に
移
動
す
る
。

令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
（
号
外
第
百
九
十
五
号
）
公

布
国
土
交
通
省
令
第
八
十
八
号
（
流
通
業
務
の
総
合
化
及

び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う

国
土
交
通
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
）
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